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第2章でみてきたように、新型コロナは特に消費に大きな影響を与えました。人口減少が全国以

上に進む本県において、県内消費が縮小していくことはやむを得ないことですが、そのような中に

あっても、一人ひとりの生産性の向上を図ることにより、生産や販売の維持・拡大を目指していく

必要があります。 

このような状況の中、新型コロナの感染拡大の影響による変革を迫られた企業では、デジタル化

により労働生産性を高めようとするＤＸ(Digital Transformation)の動きが全国的にみられるよう

になりました。 

そこで、第3章では、新型コロナによって大きく進んでいるデジタル化とＤＸという観点から、

コロナ禍収束後における新たな取組の方向性について考察していくこととします。 

 

第1節 デジタルネットワーク整備の状況 

我が国でインターネットが普及し始めたのは1990年代後半ですが、当時の通信環境は、ダイヤル

アップ接続が主流であり、通信速度が低速でした。そのため、やり取りされる情報も電子メールや

電子掲示板などを通じた文字情報が大半でした。 

その後、平成 11 年(1999 年)にそれまでのダイヤルアップ接続と比べ飛躍的に通信速度が向上す

るＡＤＳＬの商用利用が開始され、インターネットは急速に普及が進みました。さらに、2000年代

後半から、光ファイバーによる家庭向けの高速データ通信サービスであるＦＴＴＨサービスも始ま

り、また、スマートフォンの普及により令和2年(2020年)時点で我が国におけるインターネット利

用率は83.4％となっています。(図3-1-1) 

インターネットは情報を得るだけでなく、人々のコミュニケーションのあり方も大きく変えるこ

とになりました。代表されるサービスとしてあげられる、ソーシャルネットワーキングサービス7（Ｓ

ＮＳ）は人々のネット上での交流を進展させ、企業にとっても情報を伝える重要な場となっていま

す。令和 2 年(2020 年)のＳＮＳの利用率は 70.2％となっており、若年層を中心に多くの人が利用

しています。（図3-1-2） 

 

 

 
7 ソーシャルネットワーキングサービス …ウェブ上で人と人との社会的なつながりを維持・促進する様々な機能

を提供する、登録制のオンラインサービス 
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資料)総務省「通信利用動向調査」
※過去1年間のインターネットの利用有無への回答。利用した機器は問わない。

※令和元年調査の調査票の設計が一部例年と異なっていたため、経年比較に際しては注意が必要。
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資料)総務省「令和2年通信利用動向調査」
※過去1年間にインターネットを利用した者が調査対象

生産性向上のためのデジタル化とＤＸ 第３章  
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情報技術の発達に伴い、使用される情報関連用語も変遷してきたため、ここで関連用語を整理し

ます。ＩＴとＩＣＴはほぼ同様の意味ですが、ＩＣＴはＩＴにコミュニケーションの要素を含めた

ものです。世界的にはＩＣＴがより一般的であり、単なる情報処理にとどまらず、ネットワーク通

信を利用した情報や知識の共有、コミュニケーションが重要視されていることがよみとれます。ま

た、これまでネットとつながらないと思われていた冷蔵庫やエアコンなど、あらゆるモノがネット

ワークを通じてサーバーやクラウドに接続され、相互に情報交換するＩｏＴという概念も生まれま

した。（表3-1-3） 

 

 

 

 ＩｏＴの基盤として、政府が推進している新しい通信技術が5Ｇ8です。5Ｇは「超高速」だけでな

く、身の回りのあらゆる機器（モノ）がつながる「多数接続」と、遅延（タイムラグ）を意識する

ことなく遠隔地でロボット等を操作する「超低遅延」といった機能をもつ、次世代の移動通信シス

テムです。令和2年(2020年)に大手通信会社が5Ｇの商用サービスを開始しましたが、ＶＲ、遠隔

医療、ドローン、自動走行などあらゆる産業のワイヤレス化につながる技術として期待されていま

す。 

また、経済協力開発機構(ＯＥＣＤ)によると、我が国のモバイルブロードバンド普及率（100 人

当たりのモバイルブロードバンド契約者数）は世界トップレベルであり、デジタルインフラは、国

際的にみても普及が進んでいると言えます。(図3-1-4) 

 
8 5Ｇ …「5th Generation」の略称。携帯電話などに用いられる次世代通信規格の第5世代移動通信システム。

通信事業者が全国で均一に展開する通信サービスのほかに、地域・産業のニーズに応じて特定のエリアで利用で

きるローカル5Ｇとよばれるネットワークもある。 

IT ICT IoT

正式名称

Infomation Technology
(インフォメーションテクノロジー）

Information and Communication
Technology
(インフォメーション　アンド　コ
ミュニケーションテクノロジー）

Internet of Things
(インターネット　オブ　シングス）

意味
情報技術そのもの 通信技術を使って人とインター

ネット、人と人が繋がる技術の
こと

人を介さずにモノが自動的にイ
ンターネットと繋がる技術のこと

活用例
コンピューター、ソフトウェア、ア
プリケーションなど

メール、チャット、ＳＮＳの活用、
通信販売の利用、ネット検索な
ど

自動運転、スマート家電など

資料)ＮＴＴ西日本ＨＰ「チエネッタ」より引用

表3-1-3 情報関連用語 
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一方、サービスの面からみてみると総務省の調査では、「新型コロナの収束後に利用したいＩＣＴ

サービス」は、「インターネットショッピング」(28.4％)、「電子マネー・電子決済・ＱＲ決済サー

ビス」(26.3％)、「ネット動画配信」(22.6％)、「オンラインバンキング」(22.4％)と続いており、

幅広いネットサービスの利用があげられています。(図3-1-5) 

 

コロナ禍においては、在宅時間の増加やテレワーク、教育現場での遠隔授業の実施などにより、

インターネットのデータ使用量が大幅に増加することとなりました。固定系ブロードバンド契約者

のトラヒック9をみると、令和元年(2019 年)までは前年同月比 2 割前後の伸び率で推移してきまし

 
9 トラヒック …インターネットやLANなどのコンピュータ等の通信回線において、一定時間内にネットワーク上

で転送されるデータ量。 
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資料）総務省「ウィズコロナにおけるデジタル活用の実態と利用者意識の変化に関する調査研究」

（％）

図3-1-4 人口100人当たりモバイルブロードバンド契約者数 

図3-1-5 新型コロナ収束後に利用したいＩＣＴサービス(全国) 
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たが、令和 2 年(2020 年)5 月は 19,025Gbps(前年同月比 57.4％増)、令和 3 年(2021 年)5 月は、

23,899Gbps(前年同月比 25.6％増)とコロナ禍においてインターネットのデータ使用量は大きく伸

びています。（図3-1-6） 

 

 

 

また、経済産業省「2020年版通商白書」によると、世界的に広がるグローバル化は、技術が進展

していくにつれ、過去から「生産と消費の分離」、「生産プロセスの分業」と展開してきており、現

在はデジタル化の中で、「個人単位のタスク分業」により、新型コロナの影響によるオンラインの増

加はこれを促進する契機になるとされています。（図3-1-7） 

 

図○○ グローバリゼーションの過去・現在・未来 
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図○○ 固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック(全国)(Gbps)

資料)総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果」 年

資料)経済産業省「2020年通商白書」 

図3-1-6 固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック(全国) 

図3-1-7 グローバリゼーションの過去・現在・未来 

第３のアンバンドリングのイメージ
（ITツールの多様化に伴い、オフィス勤務と同
じように個人が仕事を分担することが可能に）

第２のアンバンドリングのイメージ
（メールを活用した効率的な進捗管理により、

生産工程別の工場を異なる国に設立することも可能に）

A国の本部

B国の工場
（部品）

C国の工場
（組み立て）

D国の工場
（塗装）

第１のアンバンドリングのイメージ
（鉄道や蒸気船の誕生により、生産地（工場など）を

消費地と異なる国にすることが可能に）

A国

A国 B国
（1820年～）
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現在はたとえ人流が制限されたとしても、インターネットで遠隔との交流が可能な時代です。Ｉ

ＣＴ技術の進化は、あらゆる人やモノを結びつけるようになり、人的交流や経済など様々な分野に

深く関わるようになってきました。新型コロナの影響もあり、このようなデジタル化の流れは今後

も一層進むものと考えられます。 
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